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１ 目的 

  本研究の目的は、うわさ研究で研究されてきた拡散要因を、日本と韓国で実際に拡散したフェ

イクニュースを対象に検討することである。また、従来型メディアで見られたうわさやデマのよう

な擬似情報の拡散要因を含め、フェイクニュースにおけるファクトチェックの意義を検討する。 

 

２ 方法 

  本研究では、日本と韓国におけるフェイクニュースに対してそれぞれの国の利用者を対象にア

ンケート調査を行った。日韓で共通して拡散したフェイクニュース及び各国独自のフェイクニュー

スを対象にして調査を実施し、実際に拡散したフェイクニュースに対する回答を得た。また、メデ

ィアや学術機関が提供するファクトチェックサイトの利用経験を尋ねた。本調査は 2019 年 12 月

に日本と韓国においてウェブベースで行われた（日本と韓国それぞれ n=2060）。 

                                          

３ 結果 

  集計及び分析の結果、日本と韓国のメディア利用者のファクトチェックは異なる様相を見せて

いることが分かった。また、うわさ研究で取り上げられた拡散要因（心理的要因・重要性の認識・

曖昧さ）に関しても一定の知見を得ることができた。 

                                         

４ 結論 

  以上により、本研究で、情報の真偽を確認するファクトチェックがフェイクニュースにおいて

重要な鍵となることが示唆された。日本と韓国においてファクトチェックに対して異なる様相が見

られている中、各国のメディアに対する評価や本研究で検討した拡散要因がどのようにフェイクニ

ュースの拡散に寄与しているかは今後更なる検討が必要である。うわさ研究で確認された諸要因は、

フェイクニュースにおいても有効な要因であろう。 
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